
平成25年4月30日

緩和ケア研修会の実績と今後について（緩和ケア部会）

１．経緯

２．現状
①開催状況

主催者病院
琉大病院

主催

那覇市立
病院
主催

県立中部
病院
主催

北部地区
医師会

病院主催

豊見城
中央病院

主催

ハートラ
イフ病院
主催

2008 ○ ○ ○ ○ - -
2009 ○ ○ ○ ○ - -
2010 ○ ○ ○ - ○ -
2011 ○ ○ ○ ○ - -
2012 ○ ○ ○ - ○ ○

②年度別修了者状況（※研修会受講時の所属機関でカウント）　

琉大病院
那覇市立 県立中部 北部地区 豊見城 ハートラ

　平成１８年６月にがん対策基本法が成立し、翌１９年４月から施行されました。その第二章（がん対策推進基
本計画等）第九条（がん対策推進基本計画）に基づき、がん対策推進基本計画が同年６月に閣議決定され、
わが国におけるがん対策が本格的に開始された。
　がん対策推進基本計画（第１次）（2007年6月）の本文中には「１０年以内にすべてのがん診療に携わる医師
が研修等により緩和ケアについての基本的な知識を習得することとする。原則として全国すべての２次医療圏
において、５年以内に、緩和ケアの知識及び技能を習得しているがん診療に携わる医師数を増加させるととも
に、緩和ケアに関する専門的な知識及び技能を有する緩和ケアチームを設置している拠点病院等がん診療を
行っている医療機関を複数箇所整備することを目標とする」事が明記されている。
　また、昨年６月には、がん対策推進基本計画（第2次）が策定され、その本文中には、「５年以内にがん診療
に携わる全ての医療従事者が基本的な緩和ケアを理解し、知識と技術を習得する事を目標とする。特に、拠
点病院では、自施設のがん診療に携わる全ての医師が緩和ケア研修を修了する事を目標とする。また、３年
以内に、拠点病院を中心に、緩和ケアを迅速に提供できる診療体制の整備と質の向上を図ることを目標とす
る」事が明記されている。

主催者病院
琉大病院

主催

那覇市立
病院
主催

県立中部
病院
主催

北部地区
医師会

病院主催

豊見城
中央病院

主催

ハートラ
イフ病院
主催

合計

2008 27 50 36 23 - - 136
2009 42 30 20 16 - - 108
2010 11 35 12 - 39 - 97
2011 19 20 27 11 - - 77
2012 15 21 27 - 14 19 96

合計 114 156 122 50 53 19 514
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③施設別修了者人数（※研修会受講時の所属機関でカウント）　
琉大病院 県立中部病那覇市立病北部地区医県立宮古病県立八重山豊見城中

病院別
修了者
人数

琉大病院
修了者人

数

県立中部
病院
修了者
人数

那覇市立
病院
修了者
人数

北部地区
医師会
病院
修了者
人数

県立宮古
病院修了
者人数

県立八重
山病院修
了者人数

豊見城中央病院・
ハートライフ病院・
その他医療機関
修了者人数

合計

2008 11 29 23 8 1 0 64 136
2009 20 9 9 5 8 0 57 108
2010 7 7 4 0 0 6 73 97
2011 11 13 5 7 0 0 41 77
2012 10 8 3 1 0 0 74 96

合計 59 66 44 21 9 6 514309
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④緩和ケア及び精神腫瘍学の基本教育に関する指導者研修会の修了者（日本緩和医療学会資料より作成）

1 東京都 245
2 大阪府 198
3 福岡県 143
4 愛知県 141
5 神奈川 123
6 北海道 109
7 兵庫県 97
8 千葉県 83
9 京都府 75

10 埼玉県 66
11 静岡県 63
12 広島県 60
13 茨城県 53
14 熊本県 49
15 岡山県 48
16 新潟県 47
17 鹿児島県 45
18 長野県 44
19 沖縄県 41
20 長崎県 41
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⑤緩和ケアの基本教育に関する指導者研修会修了者
（※所属先は、本人からの申請があった場合を除いて、修了時点の施設）
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⑥精神腫瘍学の基本教育に関する指導者研修会修了者
（※所属先は 本人からの申請があ た場合を除いて 修了時点の施設）

中頭病院 林　正樹

オリブ山病院 上間　一
南部徳洲会病院 下地　光好
沖縄赤十字病院 豊見山　健

沖縄病院 上原　忠大

琉大病院 栗山　登至

すながわ内科クリニック 玉城　仁

浦添総合病院 新里　誠一郎
浦添総合病院 伊志嶺　朝成

沖縄病院 大湾　勤子

大浜第一病院 太田　敏久
南部病院 笹良　剛史
南部病院 金城　実男

県立八重山病院 尾崎　信弘
ハートライフ病院 西原　実
ハートライフ病院 奥島　憲彦

那覇市立病院 足立　源樹
那覇市立病院 上原　忠司

北部地区医師会病院 友利　健彦

県立中部病院 上田　真
県立中部病院 三浦　耕子
那覇市立病院 友利　寛文

琉大病院 中村　清哉
琉大病院 増田　昌人

県立中部病院 徳嶺　辰彦

琉大病院 比嘉　達也

所属機関 氏名
琉大病院 赤嶺　智教

（※所属先は、本人からの申請があった場合を除いて、修了時点の施設）
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３．課題

　②医師の受講者数が増加しない（沖縄県内の医師数3.276人・H22.3末）
　③講師の人数は全国平均以上だが、緩和ケア研修会では一部の講師が集中して講義を行っている

　①拠点病院・支援病院の医師の受講者数が増加せず、このままだと、がん対策推進基本計画（第2次）の目
標を達成できないと思われる

オリブ山病院 上間　一

沖縄病院 大湾　勤子
沖縄中央病院 久場　禎三

ハートライフ病院 菅野　善一郎

県立中部病院 藤沼　淳子
那覇市立病院 屋宜　盛秀

南部医療センター 宮川　真一

琉大病院 仲本　譲
琉大病院 堀田　洋
琉大病院 島袋　盛洋

琉大病院 薬師　崇
琉大病院 外間　宏人
琉大病院 比嘉あゆみ

所属機関 氏名
琉大病院 高良　聖治


